
  

を
聴
く
会 

2014 年 11 月 29 日（土）15時開演 
第 

四 

回 

お
話 : 

大
原 

哲
夫
（『
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
・
伝
説
の
録
音
』
編
者
） 

 晩秋にはモーツァルトが似合う。人は五十を過ぎ、還暦を迎えるころになるとだれし
も一度や二度は死について考えることがある。モーツァルトは「死は最善の友」とさえ
呼んでいた。夏の暑い日、路傍の熱気に揺らいだ風景も、秋の光の中ではくっきりと見
えてくる。「心の窓」を開いてモーツァルトを聴いてみる。彼の音楽は何も押しつけてき
はしないが、過ぎし日の遠い思い出も、探していた希望も、そしてやがて訪れるであろ
う死までもが穏やかに語りかけてくるにちがいない。夕暮れ時はクラリネット五重奏が
いい。モーツァルトはあくまでも美しく、そして哀しい。（文・大原哲夫） 

（要ご予約） 

［演奏曲目］ 

● 「モーツァルト・伝説の録音」第 1 巻の刊行祝いに！ 

１、アレルヤ（モテット「エクスルターテ・ユビラーテ」踊れ、喜べ、幸いなる魂よ）K.165 

  ジークリッド・オネーギン（ソプラノ）    1923 年録音 約 3 分 

 

● 秋の陽のように、なぜか心安まるフィッシャーの演奏。 

２、ピアノ・ソナタ第 11 番イ長調 K.331(300i) 「トルコ行進曲つき」 

  エトヴィン・フィッシャー（ピアノ）    1933 年録音 約 15 分 

 

● 内田光子さん大絶賛。マールボロで活躍の若手演奏家に聴かせたい。 

３、オーボエ四重奏曲ヘ長調 K.370(368b)  

   レオン・グーセンス（オーボエ）、イェノ・レナー（ヴァイオリン） 

  シャーンドル・ロート（ヴィオラ）、イムレ・ハルトマン（チェロ） 

                                             1933 年録音 約 15 分 

 〜休憩（ワイン・タイム）〜 

● 本全集で初めて紹介されたソリアノの戦後すぐの演奏。 

４、ヴァイオリン・ソナタ第 34 番変ロ長調 K.378(317d)  

   ドニーズ・ソリアノ（ヴァイオリン）、エレーヌ・ピニャーリ（ピアノ） 

                           1947 年録音 約 14 分 

● 第二楽章。パリの路地をほろ酔い気分で彷徨っているようだ。ああ、人生…。 

５、クラリネット五重奏曲イ長調 K,581  

     ルイ・カユザック（クラリネット）コッペル弦楽四重奏団 

                                 1947 年録音 約 25 分 

［使用機材］  

スピーカー：Rogers LS3/5A  

アンプ：Rogers専用回路	 新忠篤氏制作 EL 84使用、管球アンプ 

CD プレイヤー：STUDER A730  

会場 ギャラリー４１２	 	 会費 1000 円（ワイン付き） 

	 	 	 東京都渋谷区神宮前 4-12-10 表参道ヒルズ 同潤館３Ｆ (pm13:00～18:30 日祝日休廊) 

 ご予約はギャラリー412（TEL : 03-5410-0388）渡部まで。  

主催：ギャラリー412、大原哲夫編集室( http://oharatetsuo.jimdo.com  )	 後援：飛鳥新社 

※カタログを既にお持ちの方はご持参下さい。 

“晩秋にはモーツァルトが似合う” 


